　
令和７年度 第２学期終業式　式辞

インフルエンザの流行を受け、本日はオンライン配信としました。長かった２学期も終わりますが、今学期、皆さんは授業はもとより、体育祭や文化祭、部活動の各種大会、資格取得やボランティア活動など、様々な活動に意欲的に取り組みました。まずは、そのことを称えたいと思います。
さて、今日は皆さんに、将来、社会で活躍し、豊かな人生を送るための「大切な力」について話をしたいと思います。それは、一般的に「非認知能力」、あるいは「見えない学力」と呼ばれるものです。
定期テストの点数や取得した資格のように数値で測れる学力は、確かに大切です。
これら数値で測れる学力に対して、「非認知能力」と呼ばれるものには、意欲、粘り強さ、協調性、コミュニケーション能力、自己管理能力といったものがあります。テストでは測りにくい、皆さんの「心」や「行動」に関わる力です。
では、なぜ、この「見えない学力」が重要なのでしょうか。例えば、皆さんが挑戦した資格試験や部活動での経験を振り返ってみてください。
商業科の生徒が簿記検定や情報処理検定の合格に向けて、計画的に学習スケジュールを立て、誘惑に負けずコツコツと努力を続けた「自己管理能力」や「粘り強さ」。
普通科の生徒が総合的な探究の時間に、意見の違いを乗り越えて互いに協力し、「もっと良いものを作ろう」と工夫した「協調性」や「課題解決力」。
部活動で目標達成のために、チームメイトと円滑にコミュニケーションを取りながら練習に打ち込んだ経験。
これら「見えない学力」を育む様々な活動が、特に２学期は多かったことと思います。すでに、様々な場面で、この大切な力を育んでいることを、是非振り返ってみてください。
２０００年にノーベル賞を受賞した経済学者ジェームズ・ヘックマンの研究などにより、この非認知能力こそが、学歴だけでなく、将来の仕事での成功や、幸せな人生を送るための土台となることが分かっています。
２学期、皆さんが努力した「努力の過程」こそが、この「見えない学力」を育んでいます。結果が出なかった場合は、その努力の方向性が間違っていなかったか検証する必要がありますが、結果が出た、出ないに関わらず、そこで挑戦した事実や努力の過程は誇りとしてください。
いよいよ明日から冬休みに入ります。この休み期間は、次の学期への準備期間であると同時に、「見えない学力」を、さらに伸ばす絶好の機会です。
ぜひ、冬休み中に「新しいことに挑戦する」「家の手伝いをする」など、具体的な目標を立てて、主体的に行動してみてください。
皆さんが持つ「見える学力」と「見えない学力」の両輪をバランスよく成長させることが、皆さんの未来をより豊かに、鮮やかなものにしてくれると思います。
それでは、３学期の始業式に、一回りも二回りも成長した皆さんと再会できることを祈念し、式辞とします。
